
 

 

― 主 人 公 は あ な た で す ー 

第２号 

いつの時代でも、制度が変わっても、地域や年齢や障害に違いがあっても、 

みんな同じ。壁にぶつかり、悩み、時に苦しむこともあるでしょう。 

そんな中で、頑張っているあなたへ――― 

自分を大切にしながら安心して笑顔で子どもと向き合ってほしい。 

そんな思いで活動しています。 

平成２５年度 家族支援ワークショップ実施報告 

     

昨年度の活動の中であかしあ育成園でのワークショップはとても大きな意味があったと感じています。

若い世代のお母さんも私たちがそうであったように先が見えない不安の中で手探り状態で子育てを頑張

っています。そして、私たち先輩の「経験」を必要としていることもわかりました。 

それらを踏まえて今年度は、①「未就学児や学齢期の保護者への家族支援ワークショップの啓蒙」、あ

わせて②「ファシリテーターの勉強会」を行い、基本にかえってファシリテーターの役割をしっかり理解

し、今までワークショップで経験した色々な場面での対処法などを意見交換しながら共有してスキルアッ

プに繋げていく。この２つを柱に活動していきたいと思います。 

家族支援事業部では情報交換や意見交換が活発に行われています。部長が進行下手で毎度時間オーバー

してメンバーに迷惑をかけていること以外はとても和気あいあいとして楽しい場となっています。メンバ

ー同士が繋がりをもって楽しみながらやることで、そのプラスのパワーが反映されていくのだと思いま

す。このファッシー通信で感じていただけたら幸いです。           部長 新井 由加里 

１Ｐ・・・平成２５年度実施報告    ３Ｐ・・・わたし、ファシリテーターデビューしました 

     ２５年度を振り返って         つ・ぶ・や・き 

            単会からの活動報告 

２Ｐ・・・熊谷市立あかしあ育成園のワークショップ ４Ｐ・・・想ひ～ＯＹＡＪＩ編～『我が人生回顧録』 

アンケート結果      お気軽にお声掛けください！ 

 

会員 会員外 合計

9/6(金) 東部ブロック（八潮市） 13 3 16 4 ２名入会。

11/22(金) あかしあ育成園（熊谷市） 0 27 27 6
依頼を受けての開催。
相談支援センターイーストから１名見学。

12/4(水) 東部ブロック（吉川市） 11 0 11 10 吉川市役所より２名見学。

実施日 開催地域（主催）
ファシリ
テーター数

備考
参加数
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当日のワーク内容 

 １.流れの説明(５分) 

はじめは「何をするんだ 

ろう…」とみなさん緊張 

ぎみ。 

 

 

 

２.自己紹介ゲーム(15 分) 

<ぬいぐるみ 

キャッチボール> 

楽しくわいわいと自己紹介。 

 

 

３.ワークショップの 

目的とルールの説明(10 分) 

 

４.学習テーマ(40 分) 

<家族にも支援が必要です> 

真剣なまなざしで 

スクリーンを見つめます。 

 

〈熊谷市立あかしあ育成園〉とは… 

心身に障害のある児童に対し、母子通園の方

法により日常生活への適応の訓練を行い、あ

わせて保護者に訓練方法を習得してもらう

ための施設です。(児童福祉法に基づく指定

障害児通所支援事業所) 

 

 

 

５.点検ワーク・ 

分かち合い(35 分) 

<親子関係チェック 

シート②心理的距離> 

自分を見つめ直す時間 

 

６.終わりのワーク(５分) 

今日の出会いに 

笑顔で感謝！ 終 了 

１．参加者の年齢    ２．お子さんの年齢（複数回答あり） 

 a.２０代   2    ２才  2 ３才  5 

 b.３０代  13    ４才 10 ５才  7 

 c.４０代  10    ６才  2 ７才  0 

 d.５０代～  0    ８才  2 

 

３．当日のワークショップについて 

 （１）内容は分かりやすかったですか。  （２）何か新しい発見がありましたか。 

 a.たいへん分かりやすかった 20  a.たくさんあった  20 

 b.まあまあ分かりやすかった  6  b.少しあった   6 

 c.少し分かりにくかった   0  c.あまりなかった   0 

 d.だいぶ分かりにくかった   0  d.まったくなかった  0 

 

 （４）参加してみての感想。 

・少しずつ自分の時間を考えられるようになりたいと思った。 

・はじめは緊張したけど、楽しく参加できた。 ・またこのような機会を作ってほしい。 

・ぬいぐるみキャッチの自己紹介がすごく素敵だと思った。 ・気持ちが少し楽になった。 
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2009 年に私ははじめて家族支援ワークショップに参加しました。そして終わった時に感じ

た「目から鱗」という気持ちを、障がいのある子どもを持つお母さんたちに伝えたくて、県育

成会主催のファシリテーター養成講座（2011 年 11 月 24 日）に参加し、この度熊谷市立あ

かしあ育成園での開催のお手伝いをさせていただきました。 

我が家では障がいのある娘が家庭の中心で家庭が回っていること、それ故に歪みが出ている

ことにも気づかず、それが当たり前に思っていた私に、初めて参加したワークではガチガチに

なっていた気持ちを緩めてくれました。あかしあの保護者も皆さんにも、悩んでいるのは自分

だけではないことやいろいろな考えあり、みんなと違う思いがあっても認めてもらえるという

中で肩の力が抜け、心が元気になっていく感覚を感じていただけたら幸いです。 

数多くの行動障害を生じた時、その子を取り巻く人たちの考え方でプラスにもマイナスにも

なると思います。その為には色々な人とつながり、色々な考えを聞いているとその対応はとて

も豊かなものになると思います。ぜひこのような機会を利用し、障がいのある子の親だからこ

そ自分の人生を楽しむ力をつけてください。      ぎゅっとネット(妻沼) 田高 貴子 

エクササイズ教室（狭山手をつなぐ親の会） 

「がんばれ」と 言われて、「これ以上、どう頑張ればいいの」と、思ったことはありませんか。  

私は、一生懸命頑張っている人に、「応援してるよ」「見守っているからね」の気持ちを「がんばれ」

と、言ってしまい、自己嫌悪に陥ることが しばしばあります。最近は、自己嫌悪になるなら「がんば

れ」を言わなければよいと思い、言わないことに頑張っています。それでも言ってしまったら、「頑張

り過ぎないように、がんばってね」と、言うことにしてます。 

障害がある、ないに拘わらず、親は子育てに頑張ってます。 

だから、自分を再発見して、認めてあげて、頑張り過ぎないよう、がんばりましょう。 

長島 幸枝 
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私たちファッシー隊がワークショップ企画、 

ファシリテーターの派遣などお手伝いします。 

（特別支援学校・地域の支援学級・デイケア施設 

児童デイ等の PTA や保護者会の研修 等） 

家族支援事業部メンバー 通称『ファッシー隊』 

新井 由加里（鴻巣）・佐藤 早苗（熊谷）・井村 桂子（狭山） 

長島 幸枝（北本）・松本 千恵子（加須）・山﨑 久美江（鴻巣） 

 

【連絡先】 公益社団法人埼玉県手をつなぐ育成会 

      〒330-0063 さいたま市浦和区高砂 2-15-3 母子福祉会館内 

      Tel:048-833-0444  fax:048-833-0400  Mail:saitama@ikuseikai.jp 
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